


 

はじめに 

 

海外炭開発高度化等調査は、我が国への海外炭の安定的かつ低廉な供給確保に資するため、主要産炭国

の石炭生産動向やインフラ整備状況及び主要消費国の石炭消費動向等に係る最新の情報収集・分析を実施

し、本邦民間企業等へ情報提供することを目的としている。 

 

2016年は中国の第13次5ヵ年計画期（2016～2020年）の1年目にあたる。2016年の中国の国内総生産

（GDP）は速報値ベースで74.4兆元（2015年比5.5兆元増）、実質成長率6.7%となり、中国政府の目標（6.5

～7%）を達成した。ただし、第 12 次計画末期より、中国経済は「新常態」と呼ばれる成長鈍化の段階に

入り、政府は主要産業の需給バランスの是正と需給変動への対応力強化を重要課題に位置付け、「供給側の

構造改革」に注力している。 

 

石炭産業の第13次5ヵ年計画のキーワードは「集約化・効率化」である。大規模石炭供給基地への生産

集約、過剰な石炭生産能力の解消、産業の高度化など課題が山積し、2016年には関連する政策・措置が多

数実施された。また、鉄鋼産業に加え、電力等の石炭多消費産業における設備過剰の解消も今後実施され

ていくものと考えられる。 

 

IEA によると、2015 年における中国の石炭生産量は世界の約 46%、石炭消費量は世界の約 49%を占め、

経済成長が減速しているとはいえ、世界の石炭需給に及ぼす影響はなお非常に大きい。そのため、本調査

では、中国の第13次5ヵ年計画（国家全体、エネルギー、石炭等エネルギー源別、それぞれの計画）の策

定背景や基本方針について解説した上で、2015 年（一部 2016 年）の需給動向を及び関連する政策・措置

の動きを整理・分析し、今後の中国石炭産業の動向を検討した。 

 

本調査結果が我が国の石炭需要家や商社をはじめ、石炭取引に関わる企業の参考になれば幸甚である。 
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要 約 

 

中国経済が「新常態」の新たな成長段階に入ったとの認識が示されてから 2 年が過ぎた。中国の第 13

次5ヵ年計画（2016～2020年）では、第12次5ヵ年計画期間（2011～2015年）後半に顕著となった経済

成長の鈍化、主要産業の供給過剰、環境汚染問題などの諸課題を克服し、持続可能な経済成長を実現する

ための基本方針や措置が示された。この全体計画を受けて、さらに、エネルギー分野の第13次計画、石炭

や電力などのエネルギー産業別の第13次計画が公表された。 

 

本調査では「中国の第 13 次 5 ヵ年計画の石炭事業への影響等調査」をテーマに、同計画の最重要課題

である「供給側の構造改革」に焦点をあてて分析を行った。報告書は6章構成となっている。 

 

第1章では、第12次計画期の実績評価と課題の指摘を行った。中国経済は第12次計画期に成長が鈍化

し、2010～2015 年の経済成長率が年率 7.9%に低下。2015 年の経済成長率は 2000 年以降で最低の 6.9%と

なった。第 12 次計画期間の一次エネルギー消費量は年率 3.6%増加し、2015 年は 30.1 億 toe（43.0 億 tce）

に達した。一方、一次エネルギー生産量は年率 3.0%増加し、2015 年は 25.3 億 toe となった。また、一次

エネルギー消費量に占める石炭比率は、2011年の70.2%から2015年には63.7%に低下し、非化石エネルギ

ー比率は2015年に12%に拡大した。 

 

第2章では、第13次計画のポイントと今後の石炭需給予測について解説した。第13次計画では、2016

～2020 年の経済成長率を年率 6.5%以上とする目標である。「エネルギー発展第 13 次 5 ヵ年計画」では、

一次エネルギー需給に占める非化石エネルギー比率を引き上げ、低炭素社会を実現する方針が示された。

2020年の一次エネルギー消費量は35億 toeとなり、2015～2020年に年率3.0%増加する見込みである。ま

た、一次エネルギー消費量に占める天然ガスと非化石エネルギーの比率は、2020年に10%（3.5億 toe）と

15%（5.3億 toe）に拡大すると予測されている。一方、2020年の一次エネルギー生産量は28億 toe、2015

～2020年に年率2.0%で増加する見込みである。 

 

「石炭産業発展第 13 次 5 ヵ年計画」の基本方針は「集約化と効率化」である。2020 年の主な目標は①

石炭生産量 39 億トン、②石炭消費量 41 億トン、③生産能力の最適化（老朽化生産能力 8 億トン/年削減、

先進生産能力 5 億トン/年増加、過剰な生産能力削減等）、④炭鉱数を 6,000 ヵ所に削減、⑤石炭企業数を

3,000社に削減、⑥大型炭鉱の生産比率を80%に引き上げなどである。 

 

中国エネルギー研究会は、中国の一次エネルギー消費量は 2020 年に 33.8 億 toe、2030 年に 37.2 億 toe

に増加し、一次エネルギー消費量に占める石炭比率は、2020年60.0%、2030年49.0%に低下すると予測し

ている。一方、一次エネルギー消費量に占める天然ガスの比率は 2015 年の 5.9%から 2020 年に 8.0%に、

非化石エネルギーの比率は2015年の12%から2020年に15%に増加する見込み。国際エネルギー機関（IEA）

の2016年版「World Energy Outlook」の新政策シナリオは、中国の一次エネルギー需要は2040年に38.9億

toe、2014～2040年に年率0.9%増加するとしている。 

 

第3章では、中国の石炭産業の供給能力について調査した。2015年の原炭生産量は前年比3.3%減の37.5

億トンで、2013年以降2年連続で減少した。ただ、中国石炭工業協会によると、2015年末の全国の炭鉱の

生産能力は、正規・非正規、建設中、生産停止状態等の炭鉱も含めて 57 億トン/年であり、同年の生産量
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を約 20 億トン上回る。2015 年の中国の石炭産業は供給過剰が解消されず、石炭企業の石炭在庫は年間を

通じて高いレベルで推移し、石炭需要、石炭価格とも低迷したため、主要石炭大手の業績が大きく落ち込

んだ。中国政府は、国内の供給過剰解消や石炭企業救済を目的に、2015年1月から石炭輸出税を10%から

3%に引き下げたが、国際市場への輸出拡大を実現するには更なる輸出促進政策（輸出税撤廃、増値税還付

の再開等）の後押しが必要である。 

 

第4章では、4大石炭多消費産業の需要動向を調査・分析した。2015年の4大石炭多消費産業の石炭（原

炭）消費量は合計34.5億トンで、中国の石炭消費量39.7億トンの87%を占める。産業別の石炭消費量は、

電力（発電と熱供給）20.3億トン（石炭消費量全体の51.2%、以下同じ）、鉄鋼6.2億トン（同15.7%）、建

材4.8億トン（同12.2%）、石炭化学（従来型と新型）3.1億トン（同7.8%）である。また、2013年～2015

年の石炭消費量の年平均増加率は化学以外、全てマイナスとなり、特に、電力産業（▲3.4%）は中国全体

の年平均増加率（▲3.3%）を下回った。4大石炭多消費産業の設備過剰の解消は、第13次計画の重要課題

だが、地方経済・雇用に関わる問題であり、解決は容易くないと推察される。 

 

第 5 章では、石炭産業における「供給側の構造改革」の推進状況を政策・制度面から整理した。「供給

側の構造改革」のキーワードは「三去一降一補」（過剰生産能力解消・過剰在庫解消・デレバレッジ・コス

ト引き下げ・不足部分の補完）と「転型と昇級」（転換と高度化）である。国家発展改革委員会は、2016

年に石炭産業の「供給側の構造改革」に関わる「5つの制度」（①年間276日の操業日数をベースとする生

産能力備蓄制度、②新規炭鉱建設に伴う「減量置換」と置換枠取引制度、③石炭中長期契約制度、④石炭

最低在庫・最高在庫制度、⑤価格の異常変動を平坦化する長期的な仕組み）を整えたと総括した。 

 

第 6 章では、2016 年の中国の経済・エネルギー需給動向と課題について整理した。2016 年の中国の国

内総生産（GDP）は速報値ベースで74.4兆元（2015年比5.5兆元増）、実質成長率6.7%となり、政府目標

（6.5～7%）を達成した。2016年の年売上高2,000万元以上の企業の石炭生産量は33.6億トンで、2013年

から 3 年連続減少した。石炭の供給過剰、価格下落、在庫増加に歯止めをかけるため、中国政府は 2016

年4月に炭鉱の操業日数を330日から276日に変更した。これにより、秋以降、供給不足となり、石炭価

格が反転したため、緊急通達を出して一部石炭企業に増産を指示した。「供給側の構造改革」により、石炭

大手の 2016 年業績は黒字転換見込みだが、大多数の炭鉱はなお苦しい経営状態にある。また、2017 年の

エネルギー工作会議で、2017年の一次エネルギー消費量に占める石炭比率を60%前後、石炭生産量を36.5

億トンとする目標も策定された。 

 

以上の調査結果をもとに、「おわりに」では、中国のエネルギー、特に石炭需給の変動が日本のエネル

ギー供給や経済に及ぼす影響について検討した。中国の石炭需給が安定すれば、世界の石炭供給や石炭価

格が安定する。中国の石炭需給及び価格動向が世界の石炭市場への最大の影響要因であることは疑う余地

がなく、今後も中国の石炭需給及び政策等の動向を正確に把握して行く必要がある。 
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Summary 
 

Two years have passed since the understanding was presented that the Chinese economy entered a new growth stage 

called the “new Normal.” China’s 13th Five-Year Plan (2016-2020) laid out the basic policies and measures for 

overcoming the challenges that became evident during the bottom half of the 12th Five-Year Plan (2011-2015), such as 

a declining economic growth rate, excessive supply in the main industries, and environmental pollution, and achieving 

sustainable growth. The 13th Five-Year Plan for energy and the 13th Five-Year Plans for coal, electricity, and other 

energy industries were also published. 

 

This survey, entitled “Survey on the Impact of China’s 13th Five-Year Plan on Coal Operations, etc.,” focuses its 

analysis on the most important issue in the plan—“supply-side structural reform.” The report consists of six chapters. 

 

Chapter 1 evaluates the results of the 12th Plan and sets out the challenges. The growth rate of the Chinese economy 

declined during the 12th Five-Year Plan, averaging 7.9% annually from 2010-2015. The economic growth rate in 2015 

was 6.9%, the lowest since 2000. Primary energy consumption during the 12th Five-Year Plan grew at an annual rate of 

3.6%, reaching 3.01 billion toe (4.30 billion tce) in 2015. Meanwhile, primary energy consumption grew at an annual 

rate of 3.0%, reaching 2.53 billion toe. The proportion of coal in primary energy consumption declined from 70.2% in 

2011 to 63.7% in 2015, while the proportion of non-fossil fuel energy rose to 12% in 2015. 

 

Chapter 2 explains the key points of the 13th Plan and the future outlook for coal demand. The 13th Plan sets the 

economic growth target for 2016-2020 at the annual rate of 6.5%. The 13th Five-Year Plan for Energy Development 

presents the policy of raising the proportion of non-fossil fuel energy in primary energy demand and supply in order to 

realize a low-carbon society. Primary energy consumption in 2020 will reach 3.5 billion toe, a projected increase of 

3.0% per year from 2015-2020. The proportion of natural gas and non-fossil fuel energy is projected to rise to 10% 

(0.35 billion toe) and 15% (0.53 billion toe) respectively by 2020. Meanwhile, primary energy production will reach 2.8 

billion toe, a projected annual increase of 2.0% per year from 2015-2020.  

 

The basic policy of the Coal Industry Development 13th Five-Year Plan is “consolidation and efficiency.” The main 

goals for 2020 are: (1) coal production 3.9 billion tons; (2) coal consumption 4.1 billion tons; (3) optimization of 

production capacity (reduce obsolete production capacity by 0.8 billion tons per year, increase advanced production 

capacity by 0.5 billion tons per year, reduce excessive production capacity, etc.); (4) reduce the number of coal mines to 

6,000; (5) reduce the number of coal companies to 3,000; and (6) raise the proportion of production from large coal 

mines to 80%, etc. 

 

The Chinese Economy Study Group forecasts that China’s primary energy consumption will increase to 3.38 billion toe 

in 2020 and 3.72 billion toe in 2030, while the proportion of coal in primary energy consumption will decline to 60.0% 

in 2020 and 49.0% in 2030. Meanwhile, the proportion of natural gas and non-fossil fuel energy in primary energy 

consumption will rise from 5.9% in 2015 to 8.0% in 2020 and 12% in 2015 to 15% in 2020 respectively. The new 

policy scenario in the International Energy Agency’s World Energy Outlook 2016 projects China’s primary energy 

demand in 2040 at 3.89 billion toe, an annual increase of 0.9% per year from 2014-2040. 
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Chapter 3 surveys the production capacity of the Chinese coal industry. Raw coal production in 2015 fell for the second 

straight year, to 3.75 billion tons, a 3.3% year-on-year decline. However, according to the China Coal Industry 

Association, the total production capacity of the Chinese coal industry including regular and irregular mines, mines 

under development, mines with suspended production, etc. as of the end of 2015 stood at 5.7 billion tons per year, 

approximately 2 billion tons higher than the volume of production that year. Oversupply in the coal industry was not 

resolved in 2015, and the coal inventory of the coal companies remained at high levels, while coal demand and coal 

prices languished, such that the financial results of the main coal majors took big hits. The Chinese government slashed 

the coal export tax rate from 10% to 3% with the purpose of eliminating excessive domestic demand and providing 

relief to the coal companies. However, actually expanding exports into the international market requires a boost from 

more export promotion measures (elimination of the export tax, resumption of the value-added tax rebate, etc.) 

 

Chapter 4 surveys and analyzes trends in demand in the four industries that consume the largest amount of coal. The 

four industries that consume the largest amounts of coal in 2015 collectively accounted for 3.45 billion tons of raw coal, 

87% of the Chinese consumption of 3.97 billion tons. Of this amount, electricity (power generation and heat supply) 

accounted for 2.03 billion tons (51.2% of total coal consumption), iron and steel for 0.62 billion tons (15.7%), building 

material for 0.48 billion tons (12.2%), and coal chemicals (conventional and new) for 0.31 billion tons (7.8%). The 

average growth rate of coal consumption for 2013-2015 was negative in all these industries except in coal chemicals. 

The average for electricity in particular (at -3.4%) showed a greater decline than the overall figure (at -3.3%). 

Eliminating excess capacity in the four major coal consumer industries is a major issue for the 13th Plan. However, we 

assume that it will not be an easy task to fulfill, since the problem concerns local economies and employment. 

 

Chapter 5 outlines the state of progress in the “supply-side structural reform” of the coal industry from the policy and 

system perspectives. The key terms of the “supply-side structural reform” are “eliminate three, reduce one, supplement 

one” (eliminate excessive production capacity, eliminate excessive inventory, and deleverage; reduce cost; and 

supplement deficiencies) and “metamorphosis and upgrading” (transformation and enhancement). The National 

Development and Reform Commission (NDRC) established “five systems” concerning the “supply-side structural 

reform” of the coal industry ((1) production capacity reserves system based on 276 operating days per year, (2) system 

for reduced replacement for new coal mine construction and replacement quota trading, (3) mid-/long-term coal 

contract system, (4) minimum and maximum coal inventory system, and (5) long-term mechanism for leveling 

abnormal price fluctuations). 

 

Chapter 6 outlines China’s economic and energy trends and issues in 2016. In 2016, China’s gross domestic product 

(GDP) reached 74.4 trillion RMB (provisional, up 5.5 trillion RMB from 2015) with a real growth rate of 6.7%, 

meeting the government target of 6.5-7.0%. Coal production in 2016 was 3.36 billion tons, marking the third straight 

year of decline since 2013. In April 2016, the Chinese government changed the number of operating days from 330 to 

276 days per year in order to restrain excessive supply, declining prices, and rising coal inventories. This led to a supply 

shortage by autumn and coal prices reversed course. Therefore, the Chinese government issued an emergency circular 

instructing certain coal companies to increase production. Although major coal companies are expected to have 

returned to profit in 2016 through “supply-side structural reform,” the vast majority of coal mines remain in serious 

financial difficulties. The 2017 Energy Work Conference set 2017 goals for the proportion of coal in primary energy 

consumption at 60% more or less and the amount of coal production at 3.65 billion tons. 



iii 

Based on these results of the survey, the “Conclusion” considers the impact of changes in China’s energy supply and 

demand, particularly for coal, on Japan’s energy supply and the Japanese economy. If China’s coal supply and demand 

stabilize, global coal supply and prices stabilize. There is no doubt that coal supply and demand and coal prices in China 

are the greatest drivers in the global coal market. It is necessary to continue to accurately grasp coal supply and demand 

and policy trends, etc. in China.  
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